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水戸市の現状
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出生数の推移
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水戸市の出生数
2021年に2,000人を
割り込み、
202５年は1,５８２人と
なった。

８年連続の減少となり、
少子化が進行している。

水戸市の出生数の推移
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合計特殊出生率
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水戸市と国の合計特殊出生率

※　合計特殊出生率

　　１人の女性が生涯に出産する見込みのこどもの数

合計特殊出生率は、
国を上回っているもの
の、低い状況が続いて
いる。

【人口置換水準】

現在の人口を維持す
るためには、合計特殊
出生率が2.07以上
必要となる。



Mito city
総人口の推計
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水戸市の総人口推計
（2020年は実績）

国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口（2023年推計）」

水戸市の総人口は、
2050年に243,760人
まで減少すると推計され
ている。
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年少人口、生産年齢
人口ともに、2050年
には20％以上減少す
る。

一方で、高齢者人口は
20％以上増加する。

年齢区分別人口の推計
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水戸市の年齢区分別人口推計
（2020年は実績）

国立社会保障・人口問題研究所
「日本の地域別将来推計人口（2023年推計）」
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なぜ子育て支援を強化するのか
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少子化の進行
　　⇒　こども減少にとどまらず、将来的な生産年齢人口の
　　　　減少を招く。
　　⇒　生産年齢人口　≒　労働力人口　であることから、
　　　　経済規模の縮小を招くだけでなく、地域社会の
　　　　担い手の減少にもつながる。
　　⇒　社会全体の活力の低下を引き起こすおそれがある。
　　　　　また、社会保障制度の維持が困難になるおそれも

少子化の進行による影響
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少子化が進行する要因
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　○晩婚化、非婚化
　　　経済的な不安定さ、出会いの機会の減少
　○晩産化、少産化
　　　結婚、出産の高年齢化、平均理想こども数の減少
　○共働き世帯の増加
　　　仕事と子育ての両立の難しさ、家事・育児に係る負担の
　女性への偏り
　○育児に係る負担
　　　子育ての孤立感、子育てや教育に係る費用負担
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少子化の進行を止めるためには
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結婚したいができない

出産を希望しているが、
妊娠、出産に結びつかない

共働き世帯の増加

育児に係る経済的負担や
心身の負担

結婚支援、所得増加

不妊治療、不育治療

仕事と子育ての両立支援

育児負担の軽減
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　少子化、人口減少による困難な事態が顕在化する前に、
それを防ぐための取組を実施する必要がある。

　しかしながら、少子化対策、出生率の向上を図るための
取組には、即効性がない。

　そのため、結婚支援や出産支援、さらには、仕事と子育て
の両立支援等について、今、強化しなければならない。

子育て支援の強化
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こども・子育て支援
国の取組について
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　令和５年４月　　こども家庭庁を設置
　　　　　　　　　　　　　　こども基本法の施行
　　　　　　　　　　　⇒　「こどもまんなか社会」の実現を目指す
　　　　　　　　　　　　　　(全てのこどもが将来にわたって幸福な生活を

　　　　　　　　　　　　　　      送ることができる社会)

　　　　　　　12月　　こども未来戦略（加速化プラン）の策定
　　　　　　　　　　　　　　少子化対策のため、R６～R8の３年間
　　　　　　　　　　　　で集中的な取組を実施

最近の国の主な取組
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こども未来戦略（加速化プラン）の概要

13

若い世代の
所得向上

全てのこども・子
育て世帯の支援

共働き・共育て
の推進

児童手当の拡充 妊婦支援

出産育児一時金
の引き上げ

大学授業料等の
負担軽減

保育士の
処遇改善

こども誰でも
通園制度 保育士配置基準

の見直し

男性育休取得率
の向上

柔軟な働き方
の推進
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こども・子育て支援
水戸市の取組について
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　持続的に発展するまちの実現
↓　　

原動力となる『人づくり』に力を入れる
↓

未来をリードするこどもたちを社会全体で育む
↓

様々な取組をスピード感を持って実行

基本的な考え方
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最重要！
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　　例えば、、、
　　　　　　◎放課後学級待機児童ゼロの達成（R2）
　　　　　　　　　学級数の増設などを推進

　　　　　　◎こどもの医療費助成制度の拡充

　　　　　　　　　対象年齢：12歳まで→18歳まで（通院）
　　　　　　　　　所得制限：あり→なし
　　さらに↓

これまで取り組んできたこと①
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　令和４年４月　「こども部」を新たに設置

　　　　　　　　　　　　　こども・子育てに関する課題に迅速に対応
　　　　　　　　　　　　　　※　国のこども家庭庁設置より１年早い
　
　
　　　　　　　　　　　　　　

これまで取り組んできたこと②
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　〇経済的負担の軽減

　　　①　小・中学校新入生応援金の給付
　　　　　　小学校入学時　児童１人当たり３万円を支給
　　　     中学校入学時　生徒１人当たり３万円を支給
　　  ② 市立中学校給食費の無償化
　　　　　　１人当たり年間約５万円　→　無料

　　　③　出産・子育て応援ギフト（妊婦支援給付金）
　　　　　　妊娠時に５万円、出産後に５万円を支給
　　　　　　

こども部設置後の取組①
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独自!

独自!
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　〇相談・支援の充実　　　
　　　①　「伴走型相談支援」の実施
　　　　　　　妊娠期～産後　保健師・助産師による面談等を
　　　　　行い、悩みや不安に寄り添う

　　　②　子育て世帯訪問支援の実施
　　　　　　　子育てに不安を抱える世帯等を訪問し、家事
　　　　　や育児を支援

こども部設置後の取組②

19



Mito city

水戸市第７次総合計画
－みと魁・Nextプラン－
に基づく取組について
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水戸市第７次総合計画の策定

　　水戸市第７次総合計画
　　　　　　　　　　　　　（計画期間　2024(R6)年度
                                    ～2033(R15)年度）
　本市の更なる飛躍を図るため、人口減少・超高齢社
会への対応、気候変動に伴う災害の激甚化・頻発化な
どへの積極的な対応が必要であり、これまでの取組の
更なる深化、充実を図ることはもとより、 市民が将来に
明るい展望の持てる新たな水戸のまちづくりのビジョン
として、水戸市第７次総合計画を策定した。
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水戸市第７次総合計画の基本理念

【三つの基本理念】

　

　自ら学び，行動するこどもたちの主体性を大切にしながら、
水戸の未来をリードするこどもたちをまち全体で育み、若い
世代に選ばれるまちを目指します。　

誰もが生き生きと暮らせる「安心」できるまちをつくる

市民の豊かな暮らしを実現できる「経済発展」するまちをつくる

水戸の未来をリードする「こどもたち」を育むまちをつくる
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　～水戸の未来をリードするこどもたちを育む～　
　　「みとっこ未来プロジェクト」
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水戸市第７次総合計画重点プロジェクト

子育て世帯にやさしく、安心し
てこどもを生み育てることがで
き、若い世代に選ばれるまち

「まちの未来」そのものである
こどもたちをまち全体で育み、
こどもがのびのびと育つまち

【目指す姿】 【戦略的な取組】

経済的負担の軽減

相談・支援の充実

こどもが活動しやすい
環境づくり ※追加

３本柱になって
支える力を強化

！！
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経済的負担の軽減

　 

　

　みとっこ未来パッケージで取り組んできた内容をさらに充実・強化　

　結婚　→　妊娠・出産　→　育児　　切れ目のない支援を実施

　具体的な内容は、、、　↓
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経済的負担の軽減（つづき）

　 

　

　◎　市立小学校給食費を半額(Ｒ６) → 無償化(Ｒ７)
　　　　　小・中学校給食費の完全無償化を実現

　　　　　小中学校９年間で432,300円 → 無料

　◎　結婚新生活支援補助金の支給
　　　 新婚世帯等の住宅取得費用等に最大60万円を補助

　◎　妊産婦の医療費助成制度の拡充
　　　　　所得制限：あり→なし
　

　

独自!

独自!
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経済的負担の軽減（つづき）

　 

　

　
　

　◎　市営住宅を子育て世帯向けにリノベーション
　
　さらに、Ｒ８からは新たに、

　◎　第２子保育料の無償化を実施　
　　　　（第３子以降は無償化実施済み。）

　

独自!

独自! New!
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相談・支援の充実

　 

　
 　経済的負担の軽減と同様に、みとっこ未来パッケージで取り組ん
できた内容を充実・強化

    ◎　こども家庭センターの設置 
　　　  　母子保健
　　　  　児童福祉

相談・支援の一体
的な実施を充実
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相談・支援の充実（つづき）

　 
　◎　『すまいるママみと』を中心とした妊産婦支援
　　　　　乳児家庭全戸訪問事業　　訪問件数：1,562件（Ｒ７）
　　　　　　 妊産婦相談　　相談件数：2,555件（Ｒ７）　　
　
　
　◎　５歳児健康診査の開始（Ｒ８）
　　　　    こどもの発達状況の早期把握、適切な支援につなげる

　

New!
独自!
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相談・支援の充実（つづき）

　 
　
　◎　病児保育・病後児保育の実施
　　　　 こどもが、病気や、病気からの回復期等に家庭で保育でき
　　　ない場合、看護師や保育士が一時的に預かり、保育を行う。
　　　　 　・病児保育（２か所）
　　　　　　・病後児保育（３か所）　　　　利用者数：３５９人（Ｒ７）
　　　　　　・体調不良児型（１か所）
　　　
　　　　 保育者が自宅に訪問して預かり保育を行う訪問型もあり。
　　　　 訪問型を実施しているのは水戸市を含めて全国５か所のみ。
　　　　　　・訪問型病児保育　　利用者数：１２７人（Ｒ７）
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★保育所待機児童対策について

　 　◎　保育所待機児童０(ゼロ)の達成（Ｒ８）
　 　　　未就学児の保育環境の充実を図るため、最重要課題であった
　　保育所待機児童の解消に取り組んできた。
　　
　　【達成までの取組内容】
　　　・定員数の拡充（3,493人 → 6,９６８人　約２倍）
　　　　民間保育所、小規模保育事業（生後２か月～３歳未満。１９人以下）の整備、
　　　　　 家庭的保育事業の実施（生後６か月～３歳未満。少人数）

　　　・保育士確保の強化
　　　　復職した場合に１０万円、新卒の保育士に２万円
　　　・特別な支援を要する児童の受入れ支援　など

New!

ニーズに応じ
たきめ細やか

な対応
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相談・支援の充実（つづき）

　 
　◎　小児オンライン医療相談・オンライン診療の開始（R８）
　

　　　

New!
独自!

小児オンライン医療相談 小児オンライン診療

概　　要 スマートフォン等を利用してテキス
トチャットで問診を行い、医師のア
ドバイスを受けることができる。

夜間等の体調不良の際に、自宅か
らビデオ通話で診療を受け、水戸
市休日夜間緊急診療所で薬を受け
取ることができる。

利用時間 ２４時間３６５日   平日・土曜日　 18:00～21:30
  日曜日・祝日　  9:00～13:00
　　　  　　　　 14:00～21:30

対象者 ０歳から中学３年生まで ０歳から中学３年生まで

利用料金 無　料 診療料金
（自己負担分）
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こども・子育てDXの推進

　 　【子育て世代の特徴】　
　

  ・　子育て世代の多くはデジタル機器を使い慣れている　
　 　 デジタルネイティブ世代
　・　子育てで時間がない、手が離せない。窓口に行くのが
　　  難しい。
　

　 ＤＸを活用することによって、

利便性向上、負担軽減の効果が特に大きい
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こども・子育てDXの推進（情報発信）

　 

　

【情報発信の取組】
　◎　子育て情報サイト『水戸市子育てナビ　みとっこ１丁目』
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こども・子育てDXの推進（情報発信）

　 
　
　　目的別、年齢別でメニューを分かりやすく表示
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こども・子育てDXの推進（情報発信）

　 　◎　ケータイアプリ『みとっこ子育て応援アプリ』
　　　　　

　必要な情報を必要な方に届けるため、プッシュ通知を活用
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こども・子育てDXの推進（オンライン申請・予約）

　 

　
　妊娠届、出生届、児童手当など、様々な手続きがどこにいても
２４時間いつでも可能　
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こども・子育てDXの推進（オンライン申請・予約）

　 

　
　　
　　　　

　・　６割超の手続きがオンライン化に対応
　・　オンライン予約の導入により、待ち時間ゼロで手続きが可能
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こども・子育てDXの推進（オンライン申請・予約）

　 

　
　その他にも、
　◎　悩みや不安の相談に関するオンライン相談窓口の開設
　　　　『みとっこ相談フォーム』『みとっこＬＩＮＥ相談』

　◎　ＬＩＮＥによるチャット形式を活用したオンライン申請の導入

　◎　保育所利用申し込み、放課後学級入級手続きについても
　　 　オンライン申請を可能にするなど、導入を更に拡大

将来的には、こども・子育てに関するあらゆる手続きが
デジタルで完結する環境を実現

New!

New!
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こどもが活動しやすい環境づくり

　 

　

　・　今回、三つ目の柱として独立させて、対策を大幅に強化

　・　保護者などからは、猛暑や天候を気にせず遊べる屋内の
　　　遊び場のニーズが高い
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遊び場・居場所（市民センター・多世代交流センター）

　 　◎　市民センターをこどもが利用しやすい場所に
　　　 ⇒　全ての市民センターにこどもスペースを設置

　◎　子育て支援・多世代交流センターの遊具を充実
　　
　　【わんぱーく・みと】（Ｈ１９開設）
　
　

クラウドファンディングを
活用して遊具を設置 New!
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遊び場・居場所（市民センター・多世代交流センター）

　 　【はみんぐぱーく・みと】（Ｈ２４開設）　
　

　

クラウドファンディングを
活用して遊具を設置

New!
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遊び場（公園）の整備

　 　◎　くれふしの里古墳公園をリニューアルオープン　
　

　

New!

今後、内原駅北出会いの
広場公園のリニューアル
も予定
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屋内の遊び場の整備

　 　◎　今年８月、水戸市役所の中にキッズスペースがオープン！　
　

　

夏休み・冬休み・春休みに幼児、
小学生が安全に楽しく遊べる場所
（平日昼間のみ）

大型のオリジナルエア遊具を中心
に、トンネル、ターゲットゲーム、

オセロ、カードゲームなどを取りそ
ろえ、遊ぶ環境を充実

※もちろん無料！

New!
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今後の取組

　 　◎　子育て世帯の経済的負担の軽減拡大　
　◎　こども・子育てに関するあらゆる手続きがデジタル
　　で完結する環境の実現

　◎　こどもの遊び場・居場所の充実
併せて
　◎　情報発信力の強化（ＰＲ動画の作成、ＳＮＳの活用）　

　 
　水戸の未来をリードするこどもたちの健やかな成長

こどもまんなか社会の実現


